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長野県 健康福祉部 疾病・感染症対策課
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資料１



医療措置協定について
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○ 新型コロナへの対応を踏まえ、国民の生命及び健康に重大な影響を与える恐れがある感染症の発生

及びまん延に備えるため、感染症法が改正（新興感染症は新型コロナと同程度のものを想定）

○ 本改正を踏まえ、県では「長野県感染症予防計画」を策定し、次の感染症危機（新興感染症等の

発生）に備え、発生の初期段階から迅速かつ効果的に対策を講じるための平時からの取組を推進

予防計画の策定と平時からの取組の推進について

○ 新興感染症の発生に備え、新型コロナと同程度の体制を目標に、県内の医療機関（薬局、訪問看護事

業所を含む）と 以下の措置に係る協定（医療措置協定）を締結（予防計画 602P～ 参照）

【医療措置協定の内容】

（ア）新興感染症の患者等に対する入院治療

（イ）新興感染症にかかっていると疑われる者に対する診療（発熱外来）

（ウ）新興感染症の自宅・宿泊療養者に対する医療・健康観察

（エ）新興感染症の入院治療を行う医療機関や、

クラスター発生施設等への医療人材の派遣

（オ）新興感染症からの回復後患者に対する医療の提供

医療措置協定について

【協定締結対象機関等が実施する措置】
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目標との差 （B-A）協定締結数 （B）数値目標 （A）流行時期項目

＋６４ 床（＋1９ 機関）3８９ 床（6９ 機関）325 床 （50 機関）流行初期
入院体制
（病床の確保）

＋１４３ 床（＋37 機関）７０３床（9７ 機関）560 床（60 機関）流行初期以降

＋5１４ 機関（＋４,９０４人/日）542 機関(5,4６４ 人/日)28 機関（560 人/日)流行初期

発熱外来
▲１４ 機関（▲２６９ 人/日）７０６機関(8,1３１ 人/日)720 機関(8,400 人/日)流行初期以降

＋3,96３件／日4,52３件／日
（行政機関１４４、民間検査機関等4,３７９)

560 件／日以上
（行政機関１４４、民間検査機関等４１６）

流行初期
検査体制＊１

（核酸検出検査（PCR
検査等）の実施能力）

＋2,１９6件／日6,７５６件／日
（行政機関１８８、民間検査機関等6,5６8)

4,560 件／日以上
（行政機関１８８、民間検査機関等4,372）

流行初期以降

＋４９８機関1,5１８機関
（医５２７、薬８６８、看123）

1,020 機関
(医400、薬570、看50)

流行初期以降
自宅療養者等への
医療の提供＊２

＋２1 機関８１ 機関60 機関流行初期以降後方支援

＋４２人のべ442 人
（医師１０6、看護師264、その他７２)

のべ400 人
（医師８０、看護師２６０、その他６０）

流行初期以降人材派遣

R7年９月時点

医療措置協定等の締結状況 (予防計画における医療措置協定の数値目標との比較)

＊１（A)及び（B）欄の「民間検査機関等」は、民間検査機関と医療機関を指す ＊２（A)及び（B）欄の「医、薬、看」は、それぞれ「医療機関、薬局、訪問看護事業所」の略 3



医 療 措 置 協 定 に 基 づ く 医 療 提 供 体 制 の 見 え る 化

 各医療圏ごとに、感染のフェーズごとに対応す
る医療機関を「見える化」するため、「医療措
置協定による医療提供体制の見える化シート」
を作成。

 作成した｢見える化シート｣について、圏域内の
医療関係者等と情報を共有｡

見える化シートの作成

令和〇年〇月〇日　長野県（〇〇保健所）

＜長野県感染症予防計画抜粋
※１

＞

令和〇年〇月〇日　長野県（〇〇保健所）

感染症指定医療機関等 ◎ 〇〇病院

公立・公的医療機関等
(初動対応医療機関) 〇 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の流行初期対応
医療機関（病床確保４床以上）

△ 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の医療機関 ×
〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院、
〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院、
〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

感染症指定医療機関等 ◎ 〇〇病院

公立・公的医療機関等
(初動対応医療機関) 〇 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の流行初期対応
医療機関（発熱外来10人/日以上）

△ 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の医療機関 × 〇〇医療機関

３ 後 方 支 援
回復患者の転院受入れ可能な

医療機関
ー 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

医療機関 ー 〇〇医療機関

薬　　局 ー 〇〇薬局

訪問看護事業所 ー 〇〇事業所

発 熱 外 来
（ 検 査 ）

　新興感染症発生・まん延時における医療措置協定による医療提供体制の見える化シート（案）

　〇 新興感染症の発生時において、発生初期には第一種・第二種感染症指定医療機関が中心となり医療提供を開始するとともに、流行の拡大を踏まえ第一種・第二種協定指定医療機関
※２

も順次対応することにより医療体制を拡充する。

　〇 患者数が減少した時期においては医療のひっ迫状況等も考慮し体制の縮小を検討するとともに、長期的に通常医療での対応に移行する体制を構築するなど、流行時期に応じた医療提供体制を構築する。

　医療措置協定に基づく措置の要請・実施スケジュールのイメージ（案）

実施する措置 医療機関種別
流 行 初 期
医療確保措置

＊

医療機関名
又は

医療機関・薬局・事業所数

流 行 初 期
　（発生等の公表から３か月程度）

流 行 初 期 以 降
(公表から４～６か月以降)

４
自宅療養者等
への医療提供

流行初期
以降経過後

初動対応 初動対応以降
措置の要請
(県→医療機

関)
要請の７日後

患者増加時
（措置の要請）

要請の７日後
患者増加時

（措置の要請）
要請の７日後

措置の要請
(県→医療機関)

病床確保は

２週間以内

を目途

１ 病 床 確 保

２

確保準備 病床の確保・患者受入

確保準備 病床の確保・患者受入

確保準備 病床確保・患者受入

実施準備 発熱外来の実施

実施準備 発熱外来の実施

実施準備 発熱外来の実施

実施準備

訪問看護・健康観察の実施実施準備

服薬指導の実施

段

階

的

に

通

常

医

療

へ

移

行

１ 病床確保

【流行初期（発生等の公表から概ね３か月程度）】

① 国の発生公表後、協定指定医療機関のうち、初動対応する感染症指定医療機関、公立・公的医療機関等に病床の確保を順次要請。その他、実際に流行初期において対応可能な協定指定医療機関※２へ、患者増加時に備えるため、準備予告を行う。

② 患者が増加傾向であれば、準備予告している医療機関に確保を要請。

【流行初期以降（発生の公表から概ね４～６か月以降）】

③流行初期以降は、感染症の性質にあわせて、流行初期以降に対応できる医療機関に順次要請。

１ 病床確保

２ 発熱外来（検査）

【流行初期（発生等の公表から３か月程度）】

① 国の発生公表後、協定指定医療機関※２のうち、初動対応する感染症指定医療機関、公立・公的医療機関等に順次要請。

② 外来患者が増加傾向であれば、上記以外の流行初期において対応可能な協定指定医療機関※２へ要請。

【流行初期以降（発生の公表から４～６か月以降）】

③ 感染症の性質にあわせて、流行初期以降に対応できる医療機関に要請。

２ 発熱外来（検査）

新

興

感

染

症

発

生

の

公

表

（
国
）

県から準備予告

県から準備予告

確保準備 病床の確保・患者受入
県：状況に応じ流行初期医療確保措置の適用検

討

実施準備 発熱外来の実施
県：状況に応じ流行初期医療確保措置の適用検討

⇒ 必要に応じ医療機関へ協議の上措置を適用

実施準備
回復患者の

転院受入の実施

３ 自宅療養者の医療の提供（薬局・訪問看護事業所）

【流行初期以降（発生の公表から４～６か月以降）】

協定を締結した全ての薬局・訪問看護事業所へ措置の実施を要請。

４ 自宅療養者の医療の提供（薬局・訪問看護事業所）

３ 自宅療養者の医療の提供（薬局・訪問看護事業所）

【流行初期以降（発生の公表から４～６か月以降）】

協定を締結した全ての医療機関へ措置の実施を要請。

３ 後方支援（回復患者の転院受入れ可能な医療機関）

実施準備 医療の提供・健康観察の実施

＊イメージ図「流行初期医療確保措置」の凡例

適用基準（確保病床４床以上又は発熱外来10人/日以上）を満たす医療機関の

うち、流行初期医療確保措置が適用される時期を次のとおり整理

◎ 発生の公表直後から対応するため、当初から適用

〇 感染症指定医療機関等に次いで措置を要請後に適用

△ 状況に応じて流行初期医療確保措置の適用を検討し、必要な場合に適用

× 適用の対象外

凡例

※１ ２ｰ第２ｰ２ 新興感染症に対応する医療提供体制

※２ 協定締結医療機関を含む
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作成済み

新興感染症の発生まん延時、協定に基づき

各医療圏において、フェーズに応じた医療提供体制が迅速かつ円滑に構築できるよう

その体制について平時から関係者間で共有しておくことが必要



【 参 考 】 見 え る 化 シ ー ト の イ メ ー ジ

5対応時期等に応じた矢羽根を記載

感染症指定医療機関等 ◎ 〇〇病院

公立・公的医療機関等
(初動対応医療機関) 〇 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の流行初期対応
医療機関（病床確保４床以上）

△ 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の医療機関 ×
〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院、
〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院、
〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

感染症指定医療機関等 ◎ 〇〇病院

公立・公的医療機関等
(初動対応医療機関) 〇 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の流行初期対応
医療機関（発熱外来10人/日以上）

△ 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

上記以外の医療機関 × 〇〇医療機関

３ 後 方 支 援
回復患者の転院受入れ可能な

医療機関 ー 〇〇病院、〇〇病院、〇〇病院

医療機関 ー 〇〇医療機関

薬　　局 ー 〇〇薬局

訪問看護事業所 ー 〇〇事業所

発 熱 外 来
（ 検 査 ）

実施する措置 医療機関種別
流 行 初 期
医療確保措置

＊

医療機関名
又は

医療機関・薬局・事業所数

流 行 初 期
　（発生等の公表から３か月程度）

流 行 初 期 以 降
(公表から４～６か月以降)

４
自宅療養者等
への医療提供

流行初期
以降経過後

初動対応 初動対応以降
措置の要請
(県→医療機

関)
要請の７日後

患者増加時
（措置の要請）

要請の７日後
患者増加時

（措置の要請）
要請の７日後

措置の要請
(県→医療機関)

病床確保は

２週間以内

を目途

１ 病 床 確 保

２

確保準備 病床の確保・患者受入

確保準備 病床の確保・患者受入

確保準備 病床確保・患者受入

実施準備 発熱外来の実施

実施準備 発熱外来の実施

実施準備 発熱外来の実施

実施準備

訪問看護・健康観察の実施実施準備

服薬指導の実施

段

階

的

に

通

常

医

療

へ

移

行

新

興

感

染

症

発

生

の

公

表

（
国
）

県から準備予告

県から準備予告

確保準備 病床の確保・患者受入
県：状況に応じ流行初期医療確保措置の適用検

討

実施準備 発熱外来の実施
県：状況に応じ流行初期医療確保措置の適用検討

⇒ 必要に応じ医療機関へ協議の上措置を適用

実施準備
回復患者の

転院受入の実施

実施準備 医療の提供・健康観察の実施

措置項目ごとに、対応いただきたい医療機関名等を記載


